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はじめに

岡山県自然保護センター（以下，センターと略）

は， 自然との触れ合いを通じて，県民の自然への

理解を深め，自然の保護についての認識を高める

ため，平成3年11月に和気町にオープンした。自

然体験のできるフィールドを有した自然保護・学

習施設として運用する一方，近年はボランティア

のスキルアップのみならず，協調・協働による

業推進に注力しているところである。本稿は，こ

のような活動を通じ，ポランティアから挙がった

「センターには何故ヤマセミ門やヤマセミ橋があ

るの？ヤマセミはいないのに」という素朴な疑問

から始まった活動を記録として報告するものであ

連絡先： y-namba@kankyo.or.jp
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る。

ヤマセミ (Megacerylelugubris)はブッポウソ

ウ目カワセミ科の野烏で，日本では北海道から九

州まで，各地に留烏として生息する。全長約38

cm, 翼を広げた大きさは約67cmとハト程の大き

さで，白黒の鹿の子模様と冠羽が目立ち，日本産

カワセミ科の中では最大で， 3月～7月に繁航す

る。営巣場所の条件はヘビなどの侵入が防げるよ

うな，傾斜80゚ 以上，高さ4.8m以上の真砂土の崖

と報告されている（森・佐藤， 2005)。また，

年崖は自然現象としてできたものは少なく，人工

的につくられたものがほとんどである（森・佐藤，

2003)。

県内には全域に生息するが，近年個体数が激減

しているとして，岡山県版レッドデータブック

2009動物編（岡山県編， 2010a)では絶滅危惧II
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類にランクされている。減少の要因としては，河 行った。また，調査結果をもとに，想定される営

川開発，川相変化，水質汚濁，餌生物減少，土崖 巣地復元作業による現況への影響について，予測

の減少等が挙げられている。その中でも営巣地で 評価も行った。調査及び取りまとめを通じ，営巣

ある土崖の消失は大きな要因と考えられている（大 地復元作業は大がかりなものになる可能性があり，

谷・脇坂， 1998)。これは，法面工法規定の改定 すぐに着手できるものでもないこと等がわかって

により，コンク』ー ト吹付や， ープロ、Y-ク構造が主 ー ~今後の進捗にはァ 各方面の協力が必要であ

流になり，土崖の土採り場や採石場等が消失した るが，その来たるべき日のため，現在考えられた

ことによると考えられる。 全てのことをここに記す。

センターでのヤマセミの生息は，建設前に実施

された当該地区の生きものを把握しておくための

調査に置いて確認されている。調査報告書「岡山

県佐伯町田尻大池周辺の自然」（佐藤他， 1990)

によると，調査中の1988年には田尻大池の北岸

の土崖に巣穴を掘ったのが確認され，田尻大池西

岸の土壁には古い巣穴も見つかっている。また1.5

キロほど北では， 1989年にヤマセミの雛の巣立

ちが確認されており，古くからこの地がヤマセミ

の繁殖地になっていたことがうかがえる。これら

の経緯から，センターのシンボルにヤマセミが採

用されたようである。

開所した1991年以後も，センター内で繁殖す

る姿がみられたが，心無い撮影者によってヤマセ

ミが巣を放棄してしまうような事件もあったよう

だ（年度不明）。 1999年の田尻大池で巣立ち雛を

連れた一家の確認が最後となり，近年の確認はな

い。

センターでは，池の工事に土を利用した土取り

場跡の高さ 10~15mほどの崖があり，また餌を

取ることのできる大きな池があることも，ヤマセ

ミの営巣場所として適していたようである。現在

はその崖の前に植栽した樹木が茂り，ヤマセミが

近づくことが出来なくなっており，また崖も年月

の経過とともに崩れ落ちて，ヤマセミにとって安

全な勾配ではなくなっている。そこでヤマセミの

営巣場所を人工的に造成した例を調べてみたとこ

ろ，カワセミについては「とりす（鳥巣）工法」

という土柱プロックを使ったエ法を行い，成功し

た例は見つかったが，ヤマセミでの成功例は不明

であった。

今回センターでは，有志のボランティア等ととも

に，かつてのヤマセミの営巣地を復元することを

目的とした「ヤマセミ復活プロジェクト」を立ち

上げ，実施可否の検討を行うための生物調査を
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写真1. 当時の計画地の状況（赤丸が営巣地）．

実施概要

ヤマセミの営巣地としての条件は，巣穴を掘る

ことができる切り立った裸地の崖とそこに安易に

入れる開けた飛翔空間である。センター内の崖に

あった営巣地は19年が経過し，現在崖は崩壊し，

崖の前には大木が茂っている。

当プロジェクトは，かつての営巣地にこれらの

環境を復元するため，崖地の整備及び営巣地への

飛翔空間の確保を検討 ・実施するものである。

現在の環境を改変するにあたり，まず， 2017

年度から2018年度にかけて，営巣復元場所（以

後計画地と略）及びその周辺の動植物を対象とし

た現地調査を行い，現在の生育 • 生息状況を把握

した。その結果を踏まえ，当事業の影響の程度を

判断し，実施方法を検討した。また，実施後はヤ

マセミに対するモニタリング調査を実施し，必要

に応じて保全措置の追加等を検討 ・実施すること

とする。

実施場所

計画地は上池から田尻大池に流れ出る流水路の
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北斜面である。計画地の位置を図1に，全体の状

況を写真2に示す。
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一図1．実施場所位置図．

写真2. 計画地全景．

地域概要

センターは，岡山県中東部に位置する和気町の

ー画にある。吉井川流域に位置し，吉備高原の南

縁を形作る地域である。標高は最高点が鳥ヶ佐古

山頂上の311m,最低点は第2駐車場の170mであ

り， よく利用されるエントランスからセンター棟

周囲までの観察路の標高は約200mの平坦地であ

る。センター自体は高原面に位置しており，敷地

内は起伏の小さな山並とかんがい用ため池により

構成されている。調査地の標高は約210mである。

地質的には，中粒花岡岩類という火山性岩石に広

＜覆われているが，深層まで風化しており，表層

はいわゆる真砂土に覆われている（光野 ・定金，

2008)。このような表層に覆われた地域は保水性

に乏しく，植生や植物相はやや貧弱になりやすい。

真砂土は覆土等の建築資材として利活用があるた

め，センター周囲には土取り場跡がよくあり，セ

ンター内にも小規模の採掘跡が点々と見られる。

今回の計画地も真砂土の採掘跡である。

気候的な状況として，調査期間中 (2017年7月

~2018年6月）の気温・降水量，及びそれぞれの

平年値を図2に示した（気象庁， 2018)。
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図2.調査期間中の気象条件．

当該地域を含む山陽側は，北は中国山地に，南

は四国山地に囲まれた地域にあり，広く瀬戸内式

気候に覆われている。そのため当該地域の気温

は，天候と共に年間を通じて温暖なものとなって

いる。少雨傾向も瀬戸内式気候の特徴であるが，

平年値を見ると梅雨と秋雨時期の2つのピークを

持つ典型的な推移を見せている。

調査期間中の当年値を見ると，梅雨明けからの

少雨，秋雨及び台風の影響による多雨の傾向が顕

著に出ている。冬季の冷え込みは厳しいものが

あったが，降水量が少なかったことからもわかる

とおり，降雪は極めて少なかった。春季は急激に

暖かくなるという，気温変動の極端な期間であった。

当該地域一帯の植生の様子を図3に示す（環境省，

1999~）。当該地域一帯は，気候的には暖帯域に

属しており，人為的土地利用がなければシイ・カ

シ等の優占する常緑広葉樹林が発達していたと考

えられているが，現状としては人為的利用のうえ

に成り立った二次林が広く発達している。

土地利用状況をあわせて見ると，丘陵から低地

平野部にかけて水田耕作地（図中凡例は水田雑草

群落）が発達している。山間部は高原面には「ア

19 
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カマツ群落」が発達しているが，谷部や山麓部に

は「コナラ群落」が広がっている。センター内に

おいては，湿生植物園が「ヌマガヤオーダー」と

して，野草園が「水田雑草群落」として，虫の原っ

ぱが「ススキ軍団」として示されている。昆虫の

森は，アカーガシやスーダジ4ー等の常緑広葉樹の他ァ—

エノキ，キハダ等の食餌木が植栽された林分となっ

ており，「その他植林」として示されている。

現在の計画地内は営巣地があった壁面を直視で

きないよう，クスノキ等の植栽が行われている。

また土取り場壁面に面する平坦地はエノキの植栽

もなされたようである。現状はクスノキやエノキ

が大きく生長し，土取り場の壁面は周囲からは視

認できない状況にある。
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図3. 周辺域の植生．

調査計画

現地の環境，事業の特性から，現地調査が必要

と考えられる動植物を検討した。

事業に係る樹木の伐採は，直接的な影響として

樹木の減少，間接的な影響として H照や気温の変

化が考えられる。崖の掘削の影響としては，直接

的な影響として崖の形状の変化が考えられる。

検討方法

重要な種について，分布または生息環境の改変

の程度を踏まえ，科学的知見や類似事例を参考に

予測し，影響があると考えられた場合は保全措置

を検討した。

重要種の選定基準を表1に示す。

表1．重要種の選定基準．

No. 選定基準

「文化財保護法」（昭和25年法律第214号）及び

① 
条例により指定された天然記念物
特別天然記念物，国指定天然記念物，県指定天
然記念物

「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に

② 関する法律J（平成4年法律第75号）により指定
されている国内希少野生動植物種

「岡山県希少野生動植物の保護条例」施行規則

③ （平成15年規則第104号）に指定されている指定

希少野生動植物

「レッドリスト」（環境省，平成30年5月）の掲
載種

④ 絶滅絶滅危惧 IA類，絶滅危惧 IB類，
絶滅危惧II類，準絶滅危惧，情報不足，
絶滅のおそれのある地域個体群

「岡山県版レッドデータブック 2009絶滅のおそ
れのある野生生物」（岡山県，平成22年3月）の

⑤ 掲載種
絶滅，野生絶滅，絶滅危惧 I類，絶滅危惧II類，
準絶滅危惧，情報不足，留意

現地調査項目及び調査方法

調査は，事業が動植物に及ぼす影響及び種の特

性を勘案して，調査項目・方法 ・範囲を決定し，

実施した。

検討の結果，調査を実施する項目は，哺乳類，

鳥類，爬虫類，両生類，昆虫類，植物とした。魚

類はヤマセミの餌であるが，今回，センター内の

池は改変しないことから調査対象に含めなかった。

調査項目の調査方法を表2に示す。昆虫類，植物

については現地で目視同定ができない種について

は，持ち帰り実態顕微鏡を用いて同定を行った。

なお，現地では確認種の標本を適切に採取・管理

し，調査結果の証拠となる情報とした。

20 
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表2. 調査項目及び調査方法の概要．

項目 調査手法 調査の概要

調査地区内の草むら，樹林地等
フィール の哺乳類の生息および出現が予
ドサイン 測される箇所を踏査し，足跡，

法 糞，爪跡，掘り返し等を目視で

哺乳類
観察・記録する方法。

無人撮影カメラを設置し，ニホ

無人撮影 ンジカ，ニホンイノシシ等の中・

法 大型哺乳類の生息状況を把握す

る方法。

双眼鏡および望遠鏡を用いて調

査地域内に設定した調査定点か

定点法 ら50m範囲内で確認される烏類

を，姿・嗚き声によって確認・

烏類
記録する方法。

双眼鏡および望遠鏡を用いて，

ルートセ 設定したルートを歩きながら，
ンサス法 姿・嗚き声によって出現する烏

類を確認・記録する方法。

両生・ 任意採集
調査地域内を踏査し，目視もし

爬虫類 法
くは捕獲で確認された種をすべ

て記録する方法。

任意採集
調査範囲内を踏査し，確認され

法
た昆虫類等を捕虫ネットあるい

は手で直接採集する方法。

昆虫類
ビーティ 木の枝を叩き，落ちた昆虫類を
ング法 採集する方法。

ベイトト
ピットフォールトラップに餌を

ラップ法
入れておき，地上を歩き回る昆

虫類を採集する方法。

調査地域内を踏査して，目視に

直接観察
より確認された種を全て記録す

植物相
及び採集

る方法。

伐採範囲の樹木については，位

置を記録していく。

調査範囲内に分布する植物群落

において，代表的な数力所にコ

ドラートを設置し，コドラート

群落組成
内に生育する全ての出現種につ

植生
調査

いて高さにより階層を区分し，

階層別に相対量（被度・群度）

を記録する方法。被度・群度は，

ブラウンーブランケの全推定法

を用いる。

21 
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現地調査日

調査項目別に適切な調査時期を設定し現地調査

を行った。調査実施日を表3に示す。

表3. 調査時期．

項目 調査手法 時期 実施日

夏季 2017/07/29 

フィールド 秋季 2017/11/23 
哺乳類 サイン法

無人撮影 冬季 2018/01/28 

春季 2018/04/30 

夏季 2017/06/26 

秋季 2017/09/21 

鳥類
定点法

秋季 2017/11/23 
ルートセンサス法

冬季 2018/01/28 

春季 2018/04/30 

夏季 2017/07/29 

両生・
任意採集法

秋季 2017/11/23 

爬虫類 冬季 2018/01/28 

春季 2018/04/30 

夏季 2017/07/29 

任意採集法
秋季 2017/11/23 

ビーティング法

昆虫類
春季 2018/04/30 

夏季 2017 /07 /28~29 

ベイトトラップ法 秋季 2017 /11/22~23 

春季 2018/04/29~30 

夏季 2017/07/29 

植物相
直接観察及び採集 秋季 2017/11/23 

群落組成調査 冬季 2018/01/28 

春季 2018/04/30 

現地調査範囲

調査範囲は計画地全域とした。周辺の状況を把

握するため隣接する B地区（虫のはらっぱ）と C

地区（水生植物園）に調査地区を設定した。項目

毎の調査地点を表4に，その位置を図4に示す。
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表4. 調査項目別調査地点．

項目 調査手法 調査地点

フィールドサイン法
計画地及び周辺調査
地点 2ケ所

哺乳類

無人撮影
計画地及び周辺調査
地点 2ケ所

烏類
定点法 計画地及びその周辺

ルートセンサス法 周辺調査地点2ケ所

両生・
任意採集法

計画地及び周辺調査
爬虫類 地点2ケ所

任意採集法 計両地

昆虫類 ビーティング法 計画地

ベイトトラップ法 計画地

植物柑 直接観察及び採集 計画地

植生 群落組成調査 計画地

9.  9ゃゃ・

図4．調査範囲位置図．

現地調査結果

l.哺乳類

9)確認状況

現地調査の結果 5目9科12種が確認された。

地点別，季節別にまとめた一覧を資料1に示す。

確認種は岡山県中部に生息する種で構成されてい

た。 12種という比較的多くの種が確認されたの

は，良好な自然が広がっていることを示唆してい
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る。一方で，岡山県下において多く確認されてい

る外来種のヌートリアが確認された。

このうち，計画地で確認されたのは，モグラ科，

ネズミ科，タヌキ，テン，イタチ属，アナグマ，

ニホンイノシシ，ニホンジカであった。これらは，

タヌキ以外はB, C地区でも確認されており，タ

ヌキもセンターで実施された他の調査では多くの

地点で確認されている。

2)重要な種確認状況

現地調査の結果確認された重要な種はニホンリ

スとカヤネズミであった。確認位置を図 5に示す。

ニホンリスはB区域に生育する樹木の上部に巣が

1個確認された。

カヤネズミはB区域で巣が5個， C区域で巣が5

個確認された。計画地内には巣も個体も確認され

ず，巣を作るために適した植生もなかった。

2.鳥類

1)確認状況

現地調査の結果 10目22科38種が確認された。

確認種は種毎に利用度のランクを評価した。その

一覧とランクの基準を繁殖期と非繁殖期別に資料

2~3に示す。

確認種は岡山県中部で普通に見られる種や良好

な自然を反映した種を中心に構成されていた。 38

種という比較的多くの種が確認されたのは，林や

草地等多様な自然が豊かに広がっていることを示

唆している。

計画地内で確認された種をランク別に評価する。

・ランク5: (1種）

繁殖が確認されたのはヤマガラで，計画地で調

査中に何度も餌を運ぶ姿が確認された。

・ランク4:(12種）

縄張り宜言の「さえずり」がみられ，繁殖の可

能性が高い種としてウグイス，キビタキ，センダ

イムシクイ，カワラヒワの4種が確認された。ま

た，「さえずり」の確認はできなかったが，餌捕

りなどで高度に計画地を利用している種は，留烏

のコゲラ， ヒヨドリ，エナガ，メジロ，冬鳥のシ

ロハラ，ジョウビタキ，アオジ， ソウシチョウの

8種であった。

・ランク3: (12種）

繁殖期において計画地で確認されたが繁殖の可

能性が低い種として，キジバト，ホトトギス，ア
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オゲラ，ハシブトガラス，シジュウカラ，イカル，

ホオジロの7種が確認された。計画地を一次利用

または通過した種は，カイツブリ，ッグミ，キセ

キレイ，アトリ，カシラダカの5種であった。

・ランク2:(13種）

繁殖の可能性は無く，計画地の上空ーを通過した

種としては，カルガモ，ホシハジロ，カワウ，ア

オサギ，ダイサギ，バン，オオバン等の水辺の鳥

とトビ，ハイタカ，サシバ，ツバメ．，コシアカッ

バメ，セグロセキレイ等が確認された。

2)重要な種確認状況

現地調査の結果，確認された重要な種はハイタ

カ，サシバ，キビタキの3種であった。

ハイタカとサシバは繁殖の可能性はなく，計画

地の上空を通過した個体を確認したのみである。

キビタキは計画地点で「さえずり」による縄張り

宣言をしていたことから，繁殖が示唆された。

3.両生・爬虫類

9)確認状況

現地調査の結果 2目3科6種が確認された。地

点別，季節別にまとめた一覧を資料4に示す。

計画地で確認された種はニホンアマガエルのみ

であった。計画地内には水域はないため，水辺へ

の依存が高い他の両生類が生息している可能性は

低いと考えられる。

2)重要な種確認状況

現地調査の結果確認された重要な種はトノサマ

ガエルとシュレーゲルアオガエルであった。確認

位置を図 5に示す。

トノサマガエルはC区域の水生植物園で成体が

1個体確認された。

シュレーゲルアオガエルはB区域

個体ずつ成体が確認された。

4 昆虫類

9)確認状況

c区域で1

現地調査の結果 9目27科47種が確認された。

地点別，季節別にまとめた一覧を資料5に示す。

確認種は食餌木がある林に依存するタテハチョウ

類，林やササ草地に生息するバッタ目，カメムシ

目，ハチ類，徘徊性のコウチュウ目やアリ類等を

中心に確認された。

2)重要な種確認状況

現地調査の結果確認された重要な種はオオムラ

23 
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サキとトゲアリであった。確認位置を図 6に示す。

オオムラサキは計画地に生育するエノキの根元で

幼虫が確認された。

トゲアリは計画地内で1個体が確認された。計

画地内を踏査した結果，巣は確認されなかった。

確認地点

● ニホンリス

〇カヤネズミ

0 トノサマガエル

● シュレーゲルアオガエル

〇 計画地

9,p.,.. 

図5．重要な哺乳類・両生類確認地点．

．． 計画地

計画地 （斜面部）

仁コ 計画地 （崖部）

一遊歩道

ー 上池水路部

区 計画範囲外

呻麟 ● オオムラサキ

● トゲアリ

← 
図6. 重要な昆虫確認地点．

5.植生

l)確認状況

調査はブラウンーブランケ法 (Braun-Blanquet,

1964)に従い，生育種とその被度・群度を記録

し行った。調査地点数は9地点である。その位置
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を図7に示す。現況は，各地点における植物種の

出現傾向に着目して整理した結果， 3つの植物群

落に大別された。そのうち1つは更に3つに細分

された。植物群落識別表を資料6に示す．

．． 計画地 ．． 上池水路部

ー 計画地（斜面部） 國 計画範囲外

亡コ 計画地（崖部） ・樋生調査地点

．．遊歩道 I 5m I 

図7．植生調査位置図．

a.ヤマッツジ群落［調査地点： 3,5] 

調査地は傾斜角度が70°以上の壁面となってお

り，表面には土壌形成がなく，真砂土がそのまま

裸出した状況である。植物の定着は少なく，種群

A 〔ヤマッツジ (H)， リョウブ (H)，ヒサカキ

(H)， ミヤコイバラ (H)〕が特徴的に見られる。

生育種は何れも矮小で，地形的制約から大きく生

長できないものと考える。

b. ケネザサ群落 (-1. アカマツ群，ー2. クマ

イチゴ群， ー3. 典型群）

調査地は傾斜角度が約40°以下であり，垂直に

近い壁面が徐々に崩落 ・堆積している不安定な立

地，及び隣接地にかけてである。種群B 〔ケネザ

サ (H・ S)，ケチヂミザサ (H)，ヤマノイモ (S),

クサイチゴ (H)，ミツバアケビ (H)，ヘクソカ

ズラ (S)，ベニシダ (H)，イボタノキ (H)〕が

生育することにより特徴付けられるが，各群に特

徴的な種群があって，それにより相観も異なって

いる。

a. ヤマッツジ群落から本群落にかけて生育す
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る種群Cを含め，ヤマノイモ，ヘクソカズラ， ミ

ツバアケビといったツル植物がよく見られるが，

これらは土取り場として生じたギャップを埋める

ためのソデ群落構成種のようである。

b-1．アカマツ群［調査地点： 7]は種群E〔ア

カマツ (T1)，クスノ咤-(T1)，コバノ ミ-ツバッ

ッジ (S)，クリ (Tl)〕が特徴的に見られ，本群

落の中で唯一，調査区の中に高木が生育してい

る。崩落 ・堆積地の最上部であり，また40°の急

傾斜地でもあり，安定化により定着した樹木では

なく，壁面上部にあった雑木がそのまま円弧滑り

してきたものと推察される。種群F〔ナガバモミ

ジイチゴ (S• H)〕の生育も見られる。

b-2. クマイチゴ群［調査地点 ：2,4]は種

群G〔クマイチゴ（S),カキノキ（S),ワラビ (S)〕

が特徴的に見られ，相観を特徴付けている。地盤

が不安定な崩壊地に発達しており，種群Bのケネ

ザサ (H)の被度 ・群度はやや低めである。

b-3.典型群［調査地点： 1,6]は種群Bの

ケネザサ (S• H)がそのまま相観を特徴付けて

おり，いわゆる笹藪を形成している。近隣にはエ

ノキの高木が生育するが調査区の上層を覆う樹木

の生育はない。種群H 〔タチツボスミレ (H)〕

の生育があり，林縁環境の要素が見受けられる

c. エノキ群落［調査地点： 8,9] 

調査地は平坦地で，種群D 〔エノキ (Tl)，ヤ

マヤブソテッ (H)〕により特徴付けられる。樹

高24mにもなるエノキが生育しており，当地の特

徴的な相観を形作っている。またオオムラサキの

重要な食草ともなっている。

6.植物相

l)確認状況

現地調査の結果，維管束植物は59科147種が確

認された。その一覧を資料7に示す。 147種の内，

シダ植物23種，木本植物80種，草本植物44種が

生育していた。主に岡山県中部の里山に生育する

普通種で構成されていた。

調査地は土取り場として利用されていた所で，

開所に向けた工事の中で，エノキ，クスノキ，ス

ダジイ，タブノキ，サザンカなどが植栽され，時

間の経過とともに大きく成長していた。ヤマセミ

の営巣跡がある崖地は， 2面が高さ 10~15mほど

の垂直な崖になっていたが，現在は崩れた土が堆
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積した傾斜地にアカマツ，クリ，ヌルデなどの樹

木が生育している。

表の備考欄には，調査地aに植えられた種には

植栽とし， a以外の場所に植えられ，調査地内に

種子が落ちて繁殖したと考えられる種には逸出と

記載した。

2)重要な種確認状況

現地調査の結果，重要な種は確認されなかった。

7.大径木

計画地内にある胸高直径10cm以上の木の胸高

直径と高さを測定した。

その一覧を資料8に，その位置を図8に示す。

予測

当事業により動植物に影響を与えると考えられ

る改変は，以下に示す 2項目である。

l.伐採の実施

上池から営巣地となりうる崖までの移動経路の樹

木を伐採する。

2.崖の掘削

営巣地となりうる切り立った崖を創出するため，

現在の崖を掘削する。

現地調査で確認された重要種に対する当事業によ

る影響の予測を表5に示す。

ー 計画地 1-上池水路部

計画地（斜面部） E乙2l計画範囲外

仁コ 計画地（崖即 ● 翫名

一 遊歩道 トニュョ
図8. 大径木位置図．

I
.
 

表5. 重要な種の予測結果（その1).

項目 調査手法 項 目 内 容

伐採の実施 本種が確認された地点は計画地外であり，センター内ではマツ林を中心に

による影響 広く確認されている。したがって，マツ林がない計画地の伐採による影響は

ニホン の予測 ないと予測される。

リス 崖の掘削に 本種が確認された地点は計画地外であり，センター内ではマツ林を中心に

よる影響の 広く確認されている。したがって，マツ林がない計画地の崖の掘削による影

予測 響はないと予測される。
哺乳類

伐採の実施 本種が確認された地点は計画地外であり，センター内ではイネ科草地を中

による影響 心に広く確認されている。したがって，イネ科草地がない計画地に生息して

カヤ の予測 いる可能性は低く，計画地の伐採による影響はないと予測される。

ネズミ 崖の掘削の 本種が確認された地点は計画地外であり，センター内ではイネ科草地を中

存在による 心に広く確認されている。したがって，イネ科草地がない計画地に生息して

影響の予測 いる可能性は低く，計画地の崖の掘削による影響はないと予測される。

25 
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表氏重要な種の予測結果（その2).

目 1調査手法 1項 目` 内 容

伐採の実施1 本種が確認されたのは，計画地上空での移動であり，見睛らしが悪く，小

による影響面積である計画地にはほとんど依存していないと考えられる。したがって，

の予測 計画地の伐採による影響はないと予測される。
ハイタカ←一-^

の掘削の 本種が確認されたのは，計画地上空での移動であり，見睛らしが悪く，小

による面積である計両地にはほとんど依存していないと考えられる。したがって，

計画地の崖の掘削による影響はないと予測さ

サシバ

鳥類

伐採の実施 本種が確認されたのは，計画地上空での移動であり，見睛らしが悪く，小

による影響面積である計画地にはほとんど依存していないと考えられる。したがっ

の予測 計画地の伐採による影響はないと予測される。

崖の掘削の 本種が確認されたのは，計画地上空での移動であり，見晴らしが悪く，小

存在による面積である計画地にはほとんど依存していないと考えられる。したがって，

影響の予測計画地の崖の掘削による影響はないと予測される。

I 
l伐採の実施

本種は暗い森林を生息場としており，調査ではさえ

Iによる影響が示唆された。繁殖中に計画地の伐採を実施した場合，

の予測
可能性は高いと考えられるが，繁殖可能な場所は周辺

計画地の伐採による影響は小さいと予測される。
キビタキ 1 .... 

の掘削の
本種は暗い森林を生息場としており，調査ではさえずりが確認され，繁殖

による
が示唆された。繁硝中に計両地の崖の掘削を実施した場合，繁殖に影響を与

える可能性は高いと考えられるが，繁殖可能な場所は周辺に広く存在するため，

計画地の崖の掘削による影響は小さいと予測される。

伐採の実施1 本種が確認された地点は計画地外であり，センター内では水辺を中心

による影響く確認されている。したがって，水辺がない計画地の伐採による影警はない

トノサマ 1の予測 ［と予測される。

され，繁殖

を与える

るため，

ガエル

ガエル

崖の掘削に！ 本種が確認された地点は計画地外であり，センター内では水辺を中心に広

よる影響の］く確認されている。したがって，水辺がない計画地の崖の掘削による影響は

予測 iないと予測される。

本種が確認された地点は計画地外であり，センター内では水辺を中心に広

く確認されている。したがって，水辺がない計画地の伐採による影饗はない

と予測される。

本種が確認された地点は計画地外であり，センター内では水辺を中心に広

く確認されている。したがって，水辺がな

ないと予測される。

オオムラ

サキ

伐採の実施 本種が確認された地点は計画地内のエノキの木の根元であった。センタ

による影響内では成虫が広く確認されている。したがって，エノキの伐採による

の予測 大きいと予測される。

の掘削に 本種が確認された地点は計画地内のエノキの木の根元であった。センタ

よる影響の内では成虫が広く確認されている。崖にはエノキは生育していないことから

予測 掘削による影響はないと予測される。

ま
9

9

 

による

の予測

トゲアリ

された地点は計画地内であり，センター内では虫の原っぱで巣

れている。現地を踏査したが，計画地内では巣は確認されなかった。

したがって，計画地内を利用しているものの繁殖場所ではない。したがって

計画地の伐採による影響はないと予測される。

の掘削の
本種が確認された地点は計画地内であり，センター内では虫の原っぱで巣

による
が確認されている。現地を踏査したが，計画地内では巣は確認されなかった。

したがって，計画地内を利用としているものの繁殖場所にはなっていない。

したがって，計画地の崖の掘削による影響はないと予測される。

26 



難波靖司・阪田睦子・地職恵•藤田拓矢

環境保全措置の検討

l.保全対象

予測結果より，事業の実施により生息環境に及

ぼす環境影響の程度が大きいと予測された種はオ

ォムラサキで［影響程度が小さい—と予測された種

として，キビタキがあげられた。

その一覧を表6に示す。

表6. 保全対象．

謬
、-・

崖
I 直••• 

貨i 分類
番

名
の

号 晨
ヽ の
| 

施実

哺乳類
1ニホンリス

2 カヤネズミ

1 ハイタカ

鳥類
2 サシバ

3 キビタキ

1 トノサマガエル

両生類 シュレーゲル
2 

アオガエル

1 オオムラサキ
昆虫類

3 トゲアリ

注）表中の予測結果

A：環境影響の程度が大きい

B:環境影響の程度が小さい

D D 

D D 

D D 

D D 

B B 

D D 

D D 

A D 

D D 

c:環境影響の程度が極めて小さい

D:環境影響がない

2.環境保全措置の種類

I 

--
保
全
対

備考

象

゜
工事による影
響

゜
生息環境の量
的，質的変化

予測の結果によると，動物の生息地改変により

直接的又は間接的に影響を与える場合があると考

えられるため，環境保全措置の検討を行った。

動物の環境保全措置の検討に当たっては，事業

特性や地域特性を踏まえ，環境保全措置の種類と

して表 7に示す3案の適応性を考えた。効果の確

実性を検討した結果，伐採の最小化の環境保全措

置及び生活史を考えた工事時期の適正化を採用す

る。
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表 7．動物に係る環境保全措置の種類．

環境保全
環境保全

措置の
措置の効果

環境保全措置の検討結果
種類

伐採の最 伐採木を選定 璽要な種であるオオムラサ
小化 し，重要な動 キの植餌木はエノキである

物に影響を与 ことから，エノキを残すこ
える樹種の伐 とにより影響は大きく低減
採を最小とす できる。したがって，本環
ることにより 境保全措置を採用する。
影響を回避・ 伐採及び残すエノキについ
低減できる て，図9示す。

重要な動 地形改変区域 重要な種であるオオムラサ
物種の移 に生息する個 キの幼虫を移動させること
設 体を他の場所 により影響を低減させる。

に移すことに しかし，センター内のエノ
より，種を保 キにはすでに本種の幼虫が
存できる。 生息している可能性が高

く，新たに移動させること
による，元から生息してい
た個体への影響が考えられ
るため本環境保全措置は採
用しない。

生活史を 各々の種の生 樹木の伐採，崖の掘削工事
考えた施 活史を勘案 によるキビタキヘの繁殖ヘ
工 し，適切な時 の影響を回避するために，

期に工事を実 工事は繁殖時期を避けたエ
施することに 程とする。
より影響を回
避できる。

-It画地 一 上池水路部

計画地（斜面部） ［乙乙3It画範囲外

［コ 計画地（崖即 ● 樹木名

一遊歩道

0 伐採しない木← 
図 9.伐採位置図．
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3 検討結果の整理

環境保全措置の検討結果については，表8～表

9に整理する。

なお，環境保全措置を講じるにあたっては，

識者等の意見および指導を得ながら，適切に実施

る。

表8. 環境保全措置の検討結果．
I 四？▼ l 

岡山県自然保護センタ

キピタキ

種五］三考えた施工

位置 計画地内

保全措置の効果

効果の不確実性

繁殖への影響の回避

なし

他の環境への影臀 Iなし

表9. 環境保全措置の検討結果

実施主体

保全対象

実施内容

評価の結果

環境影響は実行可能な範囲内で回避又は低減さ

れているものと評価する。

まとめ

センター職員，及びボランティア等により，ヤ

マセミの営巣地復活に向けて活動する機会を

た。有識者ヒアリングや文献情報によると，過去

の営巣地を復活するにあたり，樹木の伐採や営巣

地となりうる箇所の崖の掘削が必要であると

られた。しかしセンター内でむやみな改変行為は

できないため， 1997年7月から1998年6月にかけ

て現地調査を行い、生息生育種を把握した。この

結果，周辺域も含め，哺乳類2種，鳥類3種，両

28 

生類2種，昆虫類2種の貴重種が確認された。改

変行為によって， これらの貴重種に与える影響を

予測・評価したところ，キビタキについては生活

史を考慮して行うことで繁殖への影響を回避又は

低減できる，オオムラサキについては食餌木を確

保しながら行うことで生息への影響を回避又は低

減できると考えられた。また他の7種については

影響がないと考えられた。

以上のように，土地改変や伐採にあたり配慮を

行うことで，生息生育種に与える影響を最小限に

とどめることが可能と考えられたが，法面工法規

定上，崖の掘削を実施することが難しく，また伐

採も含めると費用の面で高額となるといった問題

も明らかになってきた。現状では，すぐに精手す

ることは難しいが，今後も引き続き

の方法を検討していきたいと考える。
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資料1. 調査で確認された哺乳類一覧表．

11モグラ モグラ モグラ科 Talpidae gen sp. 

21ウサギ ウサギ ノウサギ Lepus braohy11rus Temm i nck 

31ネズミ リス ニホンリス Sciurus tis Temminck 

41ネズミ ネズミ カヤネズミ !,ficromys minutus (Pal las) 
2
 

5
 51ネズミ ネズミ アカネズミ ApodellllJs spes, osus (Temminck) 

61ネズミ ヌートリア ヌートリア 肋ooastorcoypus (Mo I i na) 
3
 71ネコ イヌ タヌキ NyctertJutes procyonoides Te面 inck

81ネコ イタチ テン 船rtesrnela戚9US 償agner)

91ネコ イタチ イタチ属 Nustela itatst sp. 

101ネコ イタチ アナグマ 胎／esanak闊7aTe面 inck

11 Iウシ イノシシ ニホンイノシシ S11s sorofa le11comystax Temminck 
2
 

2
 

3
 3

0
 

121ウシ シカ ニホンジカ Cervus nippon nippon Te叩 inck
2
 

2
 

4
 

備考： は 「岡山県野生生物目録 平成20年度 (2008) じた．
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カイツブリ カイツブリ Tachybaptus rufico/lis poggei (Reichenow) 
ウ カワウ Phalacrocorax carbo hanedae Kuroda 
サギ ダイサギ frretta alba alba (Linnaeus) 
サギ アオサギ Ardea cinerea Jovyi Clark 
カモ カルガモ A nas poec i I orhyncha zonorhyncha Sw i nhoe 
カモ ホシハジロ Aythya ferina (Linnaeus) 
タカ トピ Ni lvus migrans I ineatvs (Gray) 
タカ ハイタカ Accipiter nisus nisosimilis (Tickel I) 
タカ サシバ Butastvr indicus (Gmel in) 
クイナ バン 6a/ I inu/a ch!oropus indica BI yth 
クイナ オオバン Fl!/ ica atra atra Linnaeus 
ハト キジバト Streptope/ia orienta!is orientalis (Latham) 
カッコウ ホトトギス Cuculus po/ iocepha/us pol iocephalvs Latham 
キッツキ アオゲラ Picus awokera awokera Temm i nck 
キッツキ コゲラ Oendrocopos k i zuk i (T emm i nck) 
ツバメ ツバメ Hi rundo rust i ca guttura Ii s Scopo I i 
ツバメ コシアガソバメ Hirundo daurica japonica Temminck & Schlegel 
セキレイ キセキレイ Notaci I la cinerea robusta (Brehm) 
セキレイ セグロセキレイ Notaci I la grandis Sharpe 
ヒヨドリ ヒヨドリ Hypsipetes amaurotis amaurotis (Temmi nck) 
ッグミ ジョウビタキ Phoenicurus aurorevs avroreus (Pal las) 
ッグミ シロハラ 「ilrdusoal!idus Gmel in 
ッグミ ッグミ Turdus naumanni eunomus Temminck 
ウグイス ウグイス Cettia diphone cantans (Temminck & Schlegel) 
ウグイス センダイムシクイ Phy//oscopus coronatus (Temminck & Schlegel) 
ヒタキ キビタキ Ficedv!a narcissina narcissina (Temminck) 
エナガ エナガ Aegithalos cavdatvs trivirgatu (Temminck & Schlegel) 
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表3. 繁殖期及び非繁殖期の確認評価の基準．

1)成鳥が巣らしき所に出入り，

してし

2)成鳥が餌を運んでいる，ヒナの声が聞こ

ランク： 4 

2)区域内を群れでゆっくり移動していた。

ランク： 3 

ランク： 2 

区域内を通過するのを見た。

1) 区域内を通過して，利用する可能性が高
し＼。

2)区域内の樹木に一次留ま

上空を通過した。

1) I::空を通過したが，利用する

ランク： 1 

3)擬傷を見た。

繁殖は確認できなかったが，繁殖の可能性が

ある。

1)その種が営巣し得る環境で繁殖期に「さ

り」 「ドラミング」を聞し

2)求愛行動，交尾行動，威嚇行動，造巣行

動を見た。

生息を確認したが，繁殖の可能性は，何とも

いえない。

1)営巣し得る環境で繁殖期に確認

他に繁殖の兆候が認められない。

2)繁殖期に鳴き声を確認したが， 「さえず

り」かどうかわからない。

姿・声を確認したが，繁殖の可能性は，

らくなし‘o
1)生息を確認したが，周囲にその種が営巣

しうる環境はないと思われる。

2)冬鳥または旅烏で，繁殖期に生息が見ら

れたが，繁殖の記録がない。

生息は確認できなかったが，環境から推測し

生息が考えられる。

採餌行動を確認した

1)区域内で餌探しをしていた。

る。

2)上空を通過

生息は確認できなかったが，環境から推測し

て，生息が考えられる。

あ
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資料4. された両生・爬虫類一覧表． 謬
活

葦
皿
・
商
田

11カエル アマガエル ニホンアマガエル Hy/a japonica Gonther 

21カエル アカガエル トノサマガエル Rana nigromacu!ata Hal lowel I 

酒
+
•
活
舞

31カエル アカガエル ヌマガエル Fejervarya I imnocharis (Gravenhorst) 

41カエル アカガエル ウシガエル Rana catesbelana Shaw 

51カエル アオガエル シュレーゲルアオガエル Rhacophorus sch/ege/ ii (G(lnther) 

61有鱗 カナヘピ ニホンカナヘビ Takydromus tachydromoides (Sch I ege I) 

檀
・
酒
田
古
冷

備考：種の並び，学名は 「岡山県野生生物目録 平成20年度 (2008) に準じた．
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資料5.
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カマキリ

コロギス科 コロギス

カマドウマ科 カマドウマ Atachycines apica/is apicalis 
カマドウマ科 ハヤシウマ Oi 
ツユムシ科 ヤマクダマキモドキ Ho/0chlora lon It/SSa 
キリギリス科 クサキリ Rusoo Ii a I ineosa 
イナゴ ヤマトフキパッタ Parapg_disma setouchiensis 
ナナフシ科 ナナフシモドキ Ra 
ナナフシ科 タイワントビナナフシ Si 
アオパハゴロモ科 アオバハゴロモ Betsfla dist1nctissima 
ハゴロモ手 ベッコウハゴロモ Orosan a a onICUS 
セミ科 アブラゼミ 6raotoosaltria ni.rrofuscata 
セミ科 ニイニイゼミ PIat leura kae”feri 
ホソヘリカメムシ科 ヒメクモヘリカメムシ Parap/esius unicolor 
ッチカメムシ科 ッチカメムシ Nacroscvtus iaoonensis 
カメムシ科 シロヘリカメムシ Aenaria /ewisi 
シリアゲムシ科 ヤマトシリアゲ Panoroa iaoonica 
タテハチョウ、 テングチョウ日本本土亜種 Libvthea leoita ce!toides 
タテハチョウ科 クロコノマチョウ Nefanitis ohedima oitensis 
タテハチョウ科 コミスジ本州以南亜種 Ne tis sa ho inter”edia 
タテハチョウ科 オオムラサキ Sasakia charonda charonda 
アゲハチョウ科 アオスジアゲハ 6ra hiu”sar edon nI Onu” 
アゲハチョウ科 モンキアゲハ Paoi I io he/ io helenus nicconico/ens 
シャクガ登ー ニトペエダシャク 机／i lemania nitobei 

ヘリコケガ lliltochrista miniata rosaria 
ホソクピゴミムシ Brachinus scotomedes 
オサムシ Carabus chuKokuensis chu.rokuensis 

オサムシ科 ヤコンオサムシ Cara]ly_s_ yaconinM yaconin匹
オサムシ アトボシアオゴミムシ Chlaenius naevi.rer 
オサムシ科 アトボシアオゴミムシ Ch/aenius naeviger 
オサムシ科 クビボソゴミムシ 6alerita orienta!is 
オサムシ科 スジアオゴミムシ Hap/ochlaenius costiger 
オサムシ＇ ジュウジアトキリゴミムシ Lebia retrofasciata 
オサムシ オオゴミムシ Lesticus ma;znus 
オサムシ斗 フタホシスジパネゴミムシ Planetes ouncticeps 
ハムシ科 ウスイロサルハムシ Basileota pa/ I idu/a 
アリ科 アシナガアリ Aphaenogaster fame/ ica 
アリ科 クロオオアリ Camponotus japonicus 
アリ科 ミカドオオアリ Camoonotus kiusiuensis 
アリ科 シワクシケアリ Afyrmica kotokui 
アリ トゲアリ Polvrhachis lame! I idens 
スズメバチ科 コガタスズメバチ Vespa anal is 
スズメバチ科 キイロスズメバチ Vesoa simi II ima 
クモバチ科 オオモンクロクモバチ Anop/ i ,us samanens1s 
ミッパチ科 キマダラハナバチ属 Nomada SP. 

学名は 「岡山県野生生物目録平成20年度 (2008) に準じ
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難波靖司・阪田睦子・地職恵•藤田拓矢 岡自研報第26号 2019

資料6. 植物群落識別表（その1).

Running number 
Year 
Month Day 
Studl eoint 
Altitude (m) 

Microtopography 

SI ope aspect (360") 

Slope degree （') 

Ouadrat size (m) 

Hight of tree layer (m) 
subtree I ayer (ml 
shrub layer (rn) 
herb I ayer (cm) 

Cover of tree layer (%) 

subtree I ayer (%) 
shrub I ayer (%) 

herb I ayer (%) 

D. B. H. (cm) 
Number or element 

Community type 

A 

1 Rhododendron kaempferi 
2 C!ethra barbinervis 
3 Eurya japonica 
4 Rosa paniouligera (Koidz,) 

伽kinoex 1,/omiy、

種群 B

a. Rhododendron kaempferi communityヤマッツジ群落
b. Pleiob/astus shibuyanus var. basihirsutus communityケネザサ群落

-1. Under unit of Pinus dens,,floraアカマツ群

-2. Under unit of Rubus crataegifoがusクマイチゴ群

-3. Pleiob/astus shibuyanus var、basihirsutuscommunity, under unit of typical典型群

c. Ce/tis sinensis var.japonica communityエノキ群落

通番 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 
調査年 2017 2017 2017 2017 2017 2017 2017 2017 2017 
調査月日 0729 0729 1123 0729 0729 0729 0729 1123 1123 
調査地点番号 05 03 07 02 04 01 06 09 08 
標高 (m) 233 243 235 244 234 241 231 217 219 

地形区分
斜面斜面斜面斜面斜面平坦平坦平坦平坦

上部上部中部中部中部 地 地 地 地

斜面方位 105 195 141 180 163 

傾斜角度(°) 75 73 40 42 25 

゜゚ ゜゚調査面積 (m') 4 4 50 ， ， ， ， 25 25 
T1 :高さ (m) (10) ， (10) (14) 24 24 
T2.高さ (m) (7) (5) 

s :高さ (m) (3) (4) 3 3 3 2 5 4 4 
H :高さ (cm) 10 20 100 80 100 80 120 150 150 

Tl :植被率(%) 30 75 60 80 70 90 

T2・植被率(%) 30 20 
s.植被率（％） 40 20 10 70 70 15 30 40 20 

H ：植被率（％） 3 8 70 80 80 95 98 70 95 

胸高直径 (cm) 22 8 16 40 46 

階層別出現種数 15 13 46 23 24 21 17 29 24 

群落区分

ヤマッツヅ H 

口-[+ 1） 3りプ H 
tサカキ H 11 ＋ 

ミヤJイI¥'ぅ H 

12 Pleioblastus shibuyanus var. ケネサさサ H 44 34 22 55 
55 44 ------------55 ] 

basihirsutus 
13 Op/ismenus 11ndulatifo/i11s ケチデミサ゚サ H ＋ 12 ＋ ＋ ＋ 11 + ； i 

var. undulatifol ius 
14 Oioscorea japonica ヤマ／イモ S ＋ 11 ＋ 1 1 ＋ 

15 Rubus htrsutus りサイチコさ H ＋ ＋ ＋ ＋ 11 
16 Akebia tnfo!,ata ミツl¥07ケt" H ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

17 Paederia scandens var. へりリカズう s ＋ 11 ＋ ＋ 

scandens 
18 Pleiob/astus shibuyanus ケネがサ s 22 21 11 I 22 l 

var. basihirs11t11s 
19 Oryopteris erythrosora る^こシダ H ＋ ＋ + | 1＋ 1 
20 Ligustrum obtusifo!ium ィ点り／キ H ＋ ＋ ＋ 

種群c
23 f)ioscorea japonica ヤマ／イモ H I + 

＋ ＋ ＋ ＋ + ・~ ~ ~ ~ ， !！ ！. ・

24 Paederia scandens var. ＾り＇）カス•う H ＋ ＋ 11 ＋ 

scandens 
種群D

26 Ce/tis sinensis var I/キ T1 (51) 

口」．apon,．ca 

27 CyrtomJUm fortunei var ヤマヤアリテッ H 
clivicola 

種群 E
5 Pinus densiflora 7カマッ T1 口21 I(4・ • 41 
6 Cinnamomum camphora り入／キ T 1 
7 Rhododendron reticu!atum コ1＼卜／ミツ1＼ベッツヅ s (22) 

8 Castanea crenata り'） T 1 

種群 F
21 Rubus pa!matus tが1＼中モミヅイチJ' s I I 1+ 1 

1~ I 22 Rubus pa畑atus tが11・モミヅイチゴ H 

35 
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3 
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4 
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5 
5 
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4 
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岡山県自然保護センターにおけるヤマセミMegacerylelugubris復活のための環境調査 岡自研報 第26号 2019 

資料6.植物群落識別表（その2).

種群 G

9 Rubus crataegifol ius 
10 Oiospyros kaki 
11 Pter idium aqui I 1num var 

latiuscu/um 
種群 H
25 Viola grypoceras var. 

grypoceras 
随伴種

28 Achyranthes bidentata 
29 Styrax japonica 
30 Smilax china 
31 Lonicera Japonica 
32 Commel ina communis 
33 Hedera rhombea 
34 ()uercus serrata 
35 Wisteria japonica 
36 Rhododendron macrosepa/um 
31 Cocculus orbiculatus 
38 Fal/opia japonica 
39 Zanthoxylum schinifo/ium 

Siebold et Zucc. 
40 Thefypteris g!anduligera 
41 Rosa paniculigera 
42 So/anum maximowiczi1 
43 Pter idi暉 aquilinu”var,

latiuscufum 
44 Akebia trifoliata 
45 Fa!fopia Japonica 
46 Oeutzia crenata 
41 Oeparia japonica 
48 Euonymus alatus f. striatus 
49 Ouchesnea indica 
50 Viola verecunda var. 

verecunda 
51(}uercus serrata 
52 Pinus densiflora 
53 Castanea crenata 
54(}uercus serrata 
55 Pinus densiflora 
56 Vacciniu印 oIdha叩 I

51 Viburnum wrightii var. 
wr ighti i 

58 Rhododendron macrosepafum 
Maxim. 

59 Pinus densif!ora 
60 A/nus sieboldiana 
61 Andropogon virginicus 
62 flex pedunculosa 
63 flex macropoda 
64 (}uercus g/auca 
65 Aria japonica 
66 Aster robustus 
67 Pourthiaea vi I /osa 
68 Viburnun erosun 
69 Viburnum erosum 
70 Magno! la kobus 
71珈 ilaxchina 
72 Lepisorus thunbergianus 
13 Eupatorium makinoi 
74 Lonicera graci I ipes var. 

g/andufosa 
75「ernstro暉 iagy”nanthera 
76「oxicodendrontrichocarpum 
77 Deutzia crenata 
78 Clerodendrum trichofo叩加

79 Miscanthus sinensis 
80 I lex peduncu!osa 
81 Rhus Javanica var. 

chinensis 
82 Rhus Javan,ca var 

chinensis 
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資料6, 植物群落識別表（その3),

ヤマクやり
]／1シコやシタさ

,')1レ］シ
,')1レ3シ

スイカズう
ヌ）レデ

83 Marus austral ts 
84 The/ypteris angustifrons 
85 Phragmites japonica 
86 Phragmites Japonica 
87 Lonicera Japonica 
88 Rhus Javanica var 

chinensis 
89 Solanum maximowiczii 
90 Zanthoxylum schinifol ium 
91 Lysimachia Japonica 
92 Hedera rhombea 
93 Cepha/otaxus harringtonta 

var. harringtonia 
94 Eurya Japonica 
95 Camel I ia Japonica 
96 Lindera g/auca 
97 flex crenata 
98 Ficus erecta 
99 Ligustrum obtusifolium 
100 Oryopteris uniformis 
101 Ligustrum Japonicum 
102 Osmanthus heterophy/ /us 
103 Osmanthus heterophy/ /us 
104 Lindera g/auca 
105 Arachniodes standishii 
106 Athyrium niponicum 
107 Ste/ /aria aquatica 
108 Ce/tis sinensis var. 

Japontca 
109 Viburnum siebold11 
110 flex chinensis 
111 Persicaria pubescens 
112 Ardisia crenata 
113 Ardisia Japonica 
114 Amphicarpaea bracteata 

subsp. edgeworthi i var. 
aponica 

l.ayer:Tl＝高木層 T2＝亜高木層 s＝低木層 H＝草本層， M＝コケ層
環境データ，及び被度群度の（）表記：調査区隣接地での状況を示している
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資料7. された維管束植物一覧表（その1).

番号 和名 科名 学名 備考

1 トりゲ1/11令 ヒカゲ9カズう Huperzia serrata (Thunb.) Trevis. 

2 スキやt 卜りサ Equisetum arvense L 

3 ゼンマイ ゼンマイ Os即 ndaja即nicaThunb 

4 Jシゲ りうヅ[l Oicranopteris I inearis (Burm f.) Underw 

5 りうt' 訴 lイシカグマ Pteridi園aquiI in園（し） Kuhnvar /atiuscu/um auct. non (Oesv) Undrew. ex Hel L 

6 イ）そド）り イ／そ卜’Iり Pteris multifida Poi r. 

7 トう／オシダ テャセンシりさ Asplenium incisum Thunb. 

8 沙がシう 沙がシう 8/echnu月 niponio園 (Kunze)Maki no 

， リ3りメンシダ オシダ Arachniodes standishi i (T, Moore) Ohwi 

10 ヤプ’Jテッ オシク＇ Cyrt園iumfortunei J. Sm. var. fortunei 

11 ヤマヤプリテッ オシダ CyrtOlllium fortunei J Sm var clivico/a (Makino) Tagawa 

12 べこシダ わり合 Oryopteris erythrosora (D, C Eaton) Kuntze 

13 材ぺ：シダ オシクで Oryopteris hondoensis Ko1dz. 

14 杓マりうt令 オシり' Oryopteris unlformls (Makino) Makino 

15 イ）テ' オシり・ Po/ystichum po/yb/epharon (Roem. ex Kunze) G. Pres I 

16 サカゲイlデ オシダ Po!ystiohum retrosopafeaoeu印 (Kodama)T agawa 

17 コ／＼シゴシタさ tiシダ The!ypteris angustifrons (Miq.) Ching 

18 IIシコゞシ9→ t約9令 The/ypteris g/anduligera (Kunze) Ching 

19 ヤりうシダ t iシタ' lhe!ypteris !axa (Franch. et Sav.) Ching 

20 t/.りうビ tf.シり令 The/ypteris torresiana (Gaudich) Alston var ca/vata (Baker) K. lwats. 

21 初I〈イヌりうt◇ メシダ Athyrium iseanum Rosenst. 

22 沖シダ 杓夕令 Oeparia Japonica (Thunb.) M. Kato 

23 Iキシlプ りぅポシ Lepisorus thunbergianus (Kaulf) Ching 

24 ィぇヵさャ イヌがヤ Cephalotaxus harringtonia (Knight ex Forbes) K. Koch var. harringtonia 

25 7h芍 マッ Pinus densif/ora Siebold et Zucc 

26 オオ9升ナギ ヤナギ Salix pierotii Miq. 

27 村I＼がヤシャプシ 力11・Jキ A/nus sieboldiana Matsum. 

28 り1） 丁ナ Castanea crenata Si ebo Id et Zucc→ 

29 ス9さヅイ プナ Castanopsis sieboldii (Makino) Hatus. ex T. Yamaz. et Mashiba 植栽

30 7うカシ J't 釦ercusg/auca Thunb. 

31 サう ブナ Ouercus serrata Murray 

32 IIキ こレ Ce/tis sinensis Pers. var. japonica (Planch) Nakai 

33 ィ双：＇り

” 
Ficus erecta Thunb 

34 ヤマグり

” 
Morus austra!is Poir. 

35 イクドリ クデ Fa/ Jopia Japonica (Houtt.) Ronse Deer. 

36 ミズtキ 9デ Persicaria filiformis (Thunb.) Nakai ex W. T.Lee 

37 ポントククテ令 タデ Persicaria pubescens (Blume) H. Hara 

38 り：IIIコバ 抒そシコ Stet /aria aquatica (L) Scop 

39 コ1¥Jへ令 tデ辺 Ste!lariamedia (L) Vi IL 

40 ミドリ/¥Jペ 抒令辺 Ste! !aria neg!ecta Wei he 

マ tデシこl Stellaria u/iginosa Murray var undulate (Thunb.) Fenzl 

42 tカゲイIコヅチ tJ. Achyranthes bidentata Blume 

43 Jブシ 砂レン 船gnoliakobus DC. 逸出

44 りス／キ 奴／キ Cinnamomum camphora (L.) J Pres! 植栽

45 ヤマコりI¥ふ :I 奴lキ Undera g/auca (Siebold et Zucc.) Blume 
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資料7.調査で確認された維管束植物一覧表（その2)會

46 9プJキ 似／キ Machi/us thunbergii Siebold et Zucc. 植栽

47 ミ'JIIe7ケヒ令 7ケt' Akebia trifo/ iata (Thunb.) Koidz. 

48 7オッツ合うフヅ ”‘う］ヅ Coccu I us orb i cu filtus (L.) DC. 

49 切令＇加キ ,')/（キ Ca廊 II ia japonica L. 植栽

50 サカキ ツ/¥・キ ¢Ieyera japonica Thunb, 植栽

51 tt/Jキ ,JJIナキ Eurya japonica Thunb. 

52 モ四り ツI＼・キ Ternstroemia gymnanthera (Wight et Am) Bedd. 逸出

53 ミチりネ，）ケJVt ”•うナ Card細 lnehlrsuta L. 

54 材J¥＊9ネッケII心ナ ”そうナ Cardamine regef iana Miq. 

55 りが加＼et ”•うナ Cardamine soutata Thunb. 

56 1うツキ令 1キIシク Oeutzia crenata Siebold et Zucc. 

57 りうヅ0／キ ／「う Aria Japonioa Oecne. 

58 ヤマがりう II＊う Cerasus Jamasakura (Siebold ex Koidz.) H Ohba 

59 奴ミがりう I¥.う Cerasus level I /eana (Koehne) H Ohba 

60 ピ^イチJ令 I¥.ぅ Ouohesnea ohrysantha (Zo 11. et Moritz i) Mi q 

61 ャア^ビイチゴ /¥ 令畑7 Ouohesnea indioa (Andrews) Focke 

62 カマッカ ／〈う Pourthiaea vi I losa (Thunb.) Decne. 

63 シャリンJ¥94 II＊う Rhaphio!epis indica (L.) Lindi. ex Ker var. umbel/ata (Thunb.) H. Ohashi 逸出

64 ミヤ3イ1fぅ ／＼令う Rosa panicu/igera (Koidz,) Makino ex Momiy, 

65 りマイチゴ I¥ 9 7 - Rubus orataegifol ius Bunge 

66 りりイチゴ 11・う Rubus hirsutus Thunb. 

67 tが1＼令モミヅイチゴ 11合う Rubus pal囮 tusThunb, 

68 ”シn仔ゴ II令う Rubus parvifolius L 

69 払／キ マi Albizia Julibrissin Durazz. 

70 ャプマi マi
Amphicarpaea bracteata (L.) Ferna Id subsp. edgeworthi i (Benth.) H. Ohashi 
var. Japonica (01 iv.) H. Ohashi 

71 双t・ト114'・ マメ Oesmod i um podocarpum DC. subsp. oxyphy I I um (DC.) H. Oh ash 1 

72 奴・ マメ Pueraria lobata (Wi I Id.) Ohwi 

73 トキリマメ マ｝ Rhynohosia aoumtnatifol ia Makino 

ヤマフヅ Wi Wisteria brachybotrys Siebold et Zucc. 

tッ）ヅ マi Wisteria Japonica Siebold et Zucc. 

76 収ザンシ3り ミカン lanthoxy/um schillifolium Siebold et Zucc. 

77 又ルテ→ りルシ Rhus Javanica L. var chinensis (Mi I I.) T. Yamaz 

78 ヤマり砂 りルシ roxicodendron trichocarpum (Miq,) Kuntze 

79 りリカIデ 加テ冬 Acer crataegifolium Siebold et Zucc. 

80 サミ／キ モテ／キ I lex chinensis Sims 

81 イヌッケ‘ モチ）キ flex crenata Thunb. 

82 fオ11り＂ モチ／キ !lex macropoda Miq. 

83 、13ゴ 紆Iキ I/ex peduncu/osa Miq. 

84 如がネモチ 紆／キ I lex rotunda Thunb. 逸出

85 ツルりiモドキ こシキギ Celastrus orbiculatus Thunb. 

86 ]91ミ こシキキ令 Euon罰祖sa!atus (Thunb.) Siebold f. striatus (Thunb.) Makino 

87 Jプドり プドり landulosa (Wal I.) Morniy. var. heterophyl/a (Thunb.) Morniy. 

88 ッタ プト令り Parthenocissus tncuspidata (Siebold et Zucc) Planch. 

89 切泊ゲミ ゲミ Elaeagnus pungens Thunb. 

90 好淋みスミレ スミレ Viola grypoceras A Gray var. grypoceras 
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資料7. 調査で確認された維管束植物一覧表（その3).

91 ナが11・タ約がスミレ スミレ Viola ovato-oblonga (Miq.) Makino 

92 淋・スミ" スミ↓ Viola verecunda A. Gray var. verecunda 

93 99／キ りコキ・ Ara!ia elata (Miq) Seem. f. 6/ata 

94 功7プう りコギ Chengiopanax sciadophy/ lo ides (Franch. et Sav.) C. B. Shang et J. Y. Huang 

95 タカJツメ り］ギ 6amblea innovans (Siebold et Zucc.) C. B. Shang, Lowry et Frodin 

96 キッ• 9 りJギ Hedera rhombea (Miq.) Bean 

97 り3りプ リ3りプ C!ethra barbinervis Siebold et Zucc 

98 ャッツヅ ”ヅ Rhododendron kaempferi Planch. 

99 そチッツヅ ”ヅ Rhododendron macrosepa/園 Maxim.

100 J19令／ミツI9・99ヅ ”ヅ Rhododendron reticulat細1D、Donex G、Don

101 シャシャンボ゚ ”ヅ Vaccinium bracteatum Thunb. 

102 t'JI＼ゼ 99ヅ VaccinilJl11 0ldhamii Miq. 

103 カンサイ入／キ ”ヅ Vaccinium s9沼／IiiA. Gray var. versico/or (Koidz.) T. Yamaz. 

104 マンリ3り ヤプ3りヅ Ardisia crenata Sims 

105 ャプ］か／ ャプJりヅ Ardisia Japonica (Thunb) Blume 

lt* サりう‘Jり Lysi”achia japonica Thunb. 

107 カキlキ カキJキ Oiospyros kaki Thunb. 

108 ェゴJキ IゴIキ Styrax Japonica Siebold et Zucc. 

109 祁・ミモチ 砂セイ lig11str11m JapontcllRI Thunb. 

110 トりネズミモチ Iモクセイ Ligustrlllll /ucidlllll Aiton 逸出

111 休・タIキ 砂セイ ligustrum obtusifolium Siebold et Zucc 

112 tイうギ 砂セイ Osmanthus heterophy//us (G. Don) P. S. Green 

113 ツルリンドり リンドり Tripterosperf/Jllfl1 trinervi園 (Thunb.)H Ohashi et H. Nakai 

114 か^Jカズう 7カネ Paederia scandens (Lour.) Merr. var. scandens 

圧ャプムうサキ クマッヅう Ca//icarpa moll is Siebold et Zucc. 

116 クサギ りマッヅう C/erodendr暉 trichoto,,叫"Thunb.

阿 汎l Isodon inflexus {Thunb.) Kudo 

118 マル／（Jホnシ 奴 SolanUf/1 maximowiczi i Koidz 

119 ヤマりゲイスカゲう スイカズう acifipes Miq. var. gracifipes 

120 ミヤマりゲイスカゲぅ Xイカズう lonicera graci/lpes Miq. var g/andulosa Maxim. 

121 スイカズぅ スイカズう Lonicera ja四nioaThunb. 

122 こり卜J スイカズう Sambucus rac寧 saL. subsp. sieboldiana (Miq) H. Hara var. sieboldiana 

123 がマズミ i¥イカズう Viburn園 dilatat園 Thunb. 逸出

124 コ／1'／カ・マズミ スイカズう Viburnum erosum Thunb. 

l 25 ゴマキ 入イカズう Viburnum siebo!di i Miq. 逸出

126 ミヤがマ1＊ミ スイカズう ViburnlHTI wrighti i Miq. var. wrighti i 

127 ヨモギ 杓 Artemis/a ind/ca Wi I Id var. maximowiczii (Nakai) H. Hara 

128 妙03汁 杓 Aster ageratoides Turcz. var. intermedius (Soej ima) Mot. Ito et Soej ima 

129 材ュりがギり キり Aster rob1Jst1Js (Makino) Yonek. 

130 シうヤマギり 杓 Aster scaber Thunb. 

がンクt*,}り 杓 Carpesilllll glossophyl tum Maxim. 

＼・サ9 0キ・ク 杓 Crassocephalum crepidioides (Benth.) S. Moore 

133 t3Vり1¥.t 杓 Eupatorium makinoi T. Kawahara et Yahara 

134 泣りプンリり キり Rhynchospermum verticillatum Reinw. ex Blume 

135 7キ／キリンリり 杓 Solidago virgaurea L. subsp. asiatiaa (Nakai ex H.Hara) Kitam. ex H.Hara 
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資料7．調査で確認された維管束植物一覧表（その4).

136 才こりt令うコ キり Youngia Japonica (L) DC 

137 サルトリイ1＼令う ユリ Smilax china L 

138 ヤ？lイモ ヤマIイモ 0/oscorea japonica Thunb. 

139 ツlクサ ツユクサ C⑳叩elina cODl//unis L 

140 刈ケンカルカヤ イネ Andropogon virginlCUS L 

141 7淋やリ イネ Microstegium vimineum (Tri n.) A. Camus f. vfmineum 

142 双キ イネ Miscanthus sinensis Andersson 

143 ケチヂミがサ イネ Op/ ismenus undulatifol ius (Ard,) Roem. et Schult. var, undulatifol ius 

144 '9)I,3シ イネ jPhragmites Japonica Steud, 

145 イチゴツナギ イネ Poa ochotensis Trin. 

146 ，，ネがサ 9ケ亜 P/eioblastus shib11yan11s Makino ex Nakai var. basihirs11t11s Sad.Suzuki 

147 tメカンJ.ゲ ヵャッリゲサ Carex conica Boott f. conica 

：リストは「岡山県野生生物目録 (2009)維管束植物」に準拠し

資料8.大径木一覧表．
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調査風景写真

哺乳類（フィールドサイン法） 鳥類調査（定点法）

鳥類調査（定点法） 両生類 ・爬虫類調査

昆虫調査（任意採集法） 昆虫調査（ビーティング）
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昆虫調査（ベイトトラップ） 植物相調査

植物群落組成調査 植物群落組成調査

植物群落組成調査 大径木調査風景
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現地状況写真

ヤマセミ営巣跡

北側斜面
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北斜面から見た，南側の樹木群（図8に示すエノ

キ⑩～⑮,及びコナラ⑨）

エノキ

ヤマセミ橋からの景観
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や炉噂ツ／
>.,1:＼ 1 : 
現地入口付近の樹木（図8に示す左：コナラ⑨，右：

エノキ⑮）

ケネザサが広がる

池沿いの植込みの様子




